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要旨
【目的】本研究の目的は，大学体育授業（スキー実習）の教育効果について検証することとした．
【方法】本学教育学部 4 年生全員を対象に，大学入学前と卒業直前のネイチャースポーツに対する関心
や価値観，意欲・自信などの変化を大学卒業直前に調査し，スキー実習に履修した学生と履修しなかっ
た学生のその違いを比較した．【結果】スキー実習を履修した学生のほうが履修しなかった学生よりも，
ネイチャースポーツに対する関心や価値観，意欲・自信が良好な変化を示していたことから，教育効果
が得られたことが示唆された．スキー実習履修学生の中でも，スキー実習履修前にスキーを経験したこ
とがない学生のほうが，関心や価値観，意欲・自信の変化が大きく良好であった．しかし，スキー実習
履修前にスキーを経験し，既に関心や価値観，意欲，自信を有していた学生もスキー実習を履修するこ
とでさらなる教育効果を得ていたことから，教育効果をより大きくするためには，子どもの頃から，さ
まざまなスポーツを興じ，一度経験を積んでおき， 2 度目の経験をする必要性が示唆された．【結論】
大学におけるスキー実習は，ネイチャースポーツに対する関心や価値観，意欲・自信を向上させる（教
育効果がある）ことが明らかとなった．授業の有意義性が認められた．

キーワード：スキー，ネイチャースポーツ，大学体育授業，教育効果

研究の背景（緒言）

スキーやスノーボードは，登山，カヤック，ス
キューバーダイビングなどのマリンスポーツなど
とともに，自然・天候に大きな影響を受けるネイ
チャースポーツに分類される．また，生涯にわ
たって長く楽しむことができる生涯スポーツとし
ても分類される．多くの大学では，スキー実習を
始め，マリンスポーツ実習（海浜実習），キャン
プなどの野外実習が実施され，その授業目的には
生涯にわたってスポーツを嗜む姿勢の構築やネイ
チャースポーツや生涯スポーツの意義についての
考察，自然環境に対する関心と自然災害・天候急
変等に対する危機管理能力の育成などが挙げられ
ている．

中学校や高等学校保健体育の学習指導要領で
は，体育分野が「体つくり運動」，「器械運動」，「陸
上競技」，「水泳」，「球技」，「武道」，「ダンス」及
び「体育理論」の 8 領域で構成されており，ネイ
チャースポーツ領域は含まれていない．ただし，

体育理論領域では，「野外での活動では自然や気
象などに関する知識をもつことが必要であること
や，運動やスポーツの実施中に発生した事故や傷
害の初歩的な応急手当の仕方についても触れるよ
うにする」や「自然とのかかわりの深いスキー，
スケートや水辺活動などの指導については，地域
や学校の実態に応じて積極的に行うことに留意す
るものとする．自然の中での遊びなどの体験が不
足しているなど，現在の生徒を取り巻く社会環境
の中では，自然とのかかわりを深める教育が大切
であることから，諸条件の整っている学校におい
て，スキー，スケートや水辺活動など，自然との
かかわりの深い活動を積極的に奨励しようとする
ものである．」とある．小学校の学習指導要領に
おいても同様に，「自然との関わりの深い活動に
ついては，学校や地域の実態に応じて積極的に行
なうことに留意する」と示されていることか
ら 1 - 3 )，ネイチャースポーツが他のスポーツと比
べ軽視されているものではない．

各大学で保健体育教員免許の取得や体育専門の
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授業としてだけではなく，教養教育としてスキー
実習（ウィンタースポーツ）や海浜実習（マリン
スポーツ），キャンプなどのネイチャースポーツ
に関する授業が設定されているのは，学習指導要
領が基になっていると考えられ，大学もネイ
チャースポーツ授業の意義を十分理解しているの
であろう．

大学体育授業の「スキー実習」に関する研究報
告の多くは，実習終了直後にスキーの知識や技術，
成功体験，人間関係など教育的効果4, 5)，身体的・
精神的効果（運動生理学的な身体応答 6 )，満足度
などの授業評価 7 - 9 )，指導内容 7 )について調査・
検討したものであり，実習参加後のスキーなどの
ネイチャースポーツ活動に及ぼす影響（スキー・
ネイチャースポーツをおこなう頻度が増えたかど
うか）やネイチャースポーツをおこなう教育的・
社会的意義についての理解（理解度が向上したか
どうか）など，授業本来の目的を果たしたかどう
かについては調査されていない．ネイチャース
ポーツを学ぶことやそれを人生において継続して
いくことなどへの意義や関心の高さについて調査
はされているものの，実習直後の状況についての
調査（実習前に調査がなされていない．または，
実習後の調査で実習前の状況・様子を調査してい
る）にとどまる．これらは，ごく短期間の急性効
果についての検証であり，実習の数年後に，効果
の継続や学修の定着について検証したものや，実
習に参加していない学生との比較による長期の教
育効果を調査した研究は見当たらない．授業終了
直後の変化を観察するだけでなく，効果の定着（残
存性）やその後の人生に活用されたり，応用され
たりしているかどうかを観察することで，本来，
求められている教育効果が得られたかどうかが評
価できる．教育効果の詳細な検証には，実習に参
加した学生だけでなく参加していない学生と比較
する必要があるが，そのような研究も見当たらな
い．最近は，教育現場においてもエビデンス（科
学的根拠）に基づいた目的や目標の設定，カリキュ
ラムや授業展開が求められるようになってきてい
るが，設定したカリキュラムや授業展開によって，
本来の目的や目標を達成しているかどうかについ
ては十分な検証がなされていない．そのため，目

的や目標が達成できたと思い込んだまま，エビデ
ンスに基づかない目的や目標，カリキュラムが設
定され，授業が展開されている可能性がある．

そこで本研究は，スキー実習本来の目的である，
①スキーの専門知識や技術，②集団行動・協調性，
③ネイチャースポーツへの関心／ネイチャース
ポーツの意義についての理解・価値観，④ネイ
チャースポーツの実践・継続，⑤自然災害への理
解と危機管理能力などのうち，先行研究が少ない
③④⑤について，スキー実習修了から 1 ～ 2 年後
の大学卒業直前にスキー実習を履修した学生と履
修していない学生を比較し，スキー実習の教育効
果を詳細に明らかにすることを目的とした．平成
29年度の国民健康・栄養調査では，成人の運動習
慣（週 2 回以上，1 回30分以上，1 年以上の継続）
の定着率が男性で35.9％，女性で28.6％である10)．
笹川スポーツ財団の調査によると週 1 回以上のス
ポーツ実施率は40％ほどでしかなく，他の先進諸
国のスポーツ実施率が30～60％であることと比べ
ても低い傾向にある11，12)．それゆえ，運動習慣の
定着率やスポーツ実施率の向上を課題としている
わが国においては，ネイチャースポーツの実践・
継続に対する教育効果を検証することは重要で
ある．

方 法

（1）対象者
皇學館大学教育学部 4 年生（平成29年度卒業見

込み）250名を対象とした．そのうち， 2 年次ま
たは 3 年次に体育実技（スキー・スノーボード）

（以下，スキー実習と称する）を受講した学生は
47名，受講しなかった学生は203名（実習当日に
インフルエンザを発症し，参加が適わなかった者
2 名を含む），履修率は18.8％であった．
（2）実習内容

本学のスキー実習は 4 セメスター・春季（2 月
中旬）集中に設定され，教育学部 2 年生または 3
年生であれば誰もが履修できる（ 4 年生の成績評
価の報告の締切りが 2 月初旬となっており，成績
評価が間に合わないため履修・参加ができない）．
また，教員免許やその他の資格取得に必須となる
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ものでもなく，自由選択授業である（保健体育免
許については選択必修授業であるが，他の選択授
業の単位を満たしていれば，スキー実習の単位を
修得しなくても免許が付与される）．

スキー実習のスケジュールは，日時不定期の全
4 回の事前指導（ 4 月，7 月，10 月，12 月に 1
回ずつ，指導時間は各回90分であった）と 5 泊 6
日の実習で構成されている．事前指導 3 回目に，
ルールやマナー，安全管理に関する内容を中心と
した筆記テストを実施し，60％以上の得点率を取
得できない学生は，実習全体の成績評価を「不可」
とし，実習に参加できない制限を設けているが，
本研究の実習参加学生に小テストを不合格とな
り，成績が「不可」となった学生はいなかった．

実習場所は，長野県志賀高原スキー場・一の瀬
ファミリーゲレンデを中心に，一の瀬地区から法
坂地区のゲレンデを利用した．スキーの指導は本
学教育学部教員（中・高校保健体育教員免許を有
する体育系教員 6 名と，冬季国民体育大会スキー
アルペン競技に出場経験のある教員 1 名）が，ス
ノーボードについては志賀高原のスキースクール
に委託し，技術別に10名弱の班に分けて指導した．
（3）調査項目と調査方法

調査項目は，スキー実習の履修状況と履修した
学生または履修しなかった学生の特徴を把握する
ものとして，性別，所属コース（学校教育，幼児
教育，スポーツ健康科学，特別支援教育），取得
予定の免許や資格（教員免許：幼稚園，小学校，
社会・地歴，英語，保健体育，特別支援／保育士
／スポーツリーダー／健康運動指導士受験資格／
その他），大学入学前と現在（大学在学中）にお
ける運動・スポーツに対する関心，運動・スポー
ツ経験の有無，ネイチャースポーツに対する関心
の高さ，ネイチャースポー経験の有無，危機管理
能力の有無，自然・天候の変化による事故等への
関心とした．さらに，スキー実習を履修しなかっ
た学生には，履修しなかった主な理由（嫌い・興
味がない，時間がない，仲間がいない，経済的理
由，身体上の理由，その他）について調査した．

スキー実習の教育効果を把握するものとして，
「ネイチャースポーツへの関心がポジティブに変
化した」（問：現在のあなたは，大学入学前のあ

なたと比べ，ネイチャースポーツに対する印象に
変化はありましたか？ 回答肢：大きなよい変化
があった，小さな良い変化があった，変わりはな
い，小さな悪い変化があった，大きな悪い変化が
あった．判定：良い変化があったと回答した場合，
ネイチャースポーツへの関心がポジティブに変化
したと判定した），「ネイチャースポーツを学ぶ目
的や意義について理解がある」（問：ネイチャー
スポーツを学ぶ目的・意義は，そのスポーツの競
技能力・スキルの向上や危機管理能力の向上以外
にどんなものがあると思いますか？ 判定：シラ
バスに記載されている本授業の目的である，生涯
にわたってスポーツを嗜む姿勢の構築，協調性や
社会性の育成などについて回答していた場合，理
解していると判定した），「卒業後もネイチャース
ポーツをやりたいという気持ちがある」（問：卒
業後，ネイチャースポーツをやりたい・継続した
いと思いますか？ 回答肢：おおいにやりたい，
どちらかといえばやりたい，どちらかといえばや
りたくない，全くやりたくない，どちらでもない・
分からない，判定：やりたいと回答した場合，や
りたいという気持ちがあると判定した），「卒業後
もネイチャースポーツをやりたいという気持ちが
ポジティブに変化した」，「卒業後もネイチャース
ポーツをおこなう自信がある」（問：卒業後，ネ
イチャースポーツを定期的に継続しておこなって
いく自信はありますか？ 回答肢：おおいにある，
どちらかいえばある，どちらかといえばない，全
くない，どちらでもない・わからない，判定：あ
ると答えた場合，卒業後もネイチャースポーツを
おこなう自信があると判定した），「卒業後もネイ
チャースポーツをおこなう自信がポジティブに変
化した」（判定：大学入学前はネイチャースポー
ツの経験が無かったが，卒業後にネイチャース
ポーツを継続する自信があると回答した場合，卒
業後もネイチャースポーツをおこなう自信がポジ
ティブに変化したと判定した），「危機管理能力が
ポジティブな変化をした」（判定：大学入学前に
危機管理能力を持っていないと回答したが，現在
は危機管理能力を持っていると回答した場合，危
機管理能力がポジティブな変化をしたと判定し
た），「自然・天候の変化による事故等への関心が
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ポジティブに変化した（関心度が高くなった・
ニュースを気にすることが増えた）」（判定：大学
入学前は自然・天候の変化による事故等への関心
を持っていないと回答したが，現在は自然・天候
の変化による事故等への関心を持っていると回答
した場合，自然・天候の変化による事故等への関
心がポジティブな変化をしたと判定した）を調査
した．これらは全て無記名式の質問紙を用いて調
査した．

調査時期は卒業直前の2018年 1 月から 3 月で
あった．同一対象者による重複回答を避けるた
め，ゼミナール単位毎に質問紙を学生人数分用意
し，ゼミナール担当教員に質問紙の配布と回収を
依頼した．
（4）統計処理

調査対象学生全250名のうち回答が得られたの
は184名（回答回収率73.6％）であり，そのうち
有効な回答が得られた165名（有効回答率66.0％）
を分析対象とした．
① スキー実習を履修した学生の特徴について

スキー実習を履修した学生の特徴を明らかにす
るために，「履修状況（履修した／履修しなかっ
た）」，「性別」，「所属コース（学校教育，幼児教育，
スポーツ健康科学，特別支援教育）」，「取得予定
の免許や資格（体育・スポーツ関係の免許や資格，
その他の免許・資格）」，「大学入学前の運動・スポー
ツに対する関心（関心あり，関心なし）」，「大学
入学前の運動・スポーツ経験（経験あり，経験な
し）」，「大学入学前のネイチャースポーツに対す
る関心（関心あり，関心なし）」，「大学入学前の
ネイチャースポーツ経験（経験あり，経験なし）」
についてクロス集計をおこない，オッズ比を求め，
χ2 検定にて有意性を検証した．所属コースにつ
いては，独立性の検定をおこなった．履修しな
かった理由については，単純集計のみおこなった．
② スキー実習の教育効果

スキー実習を履修したことによる教育効果を明
らかにするために，スキー実習に履修した学生と
履修していない学生に分け，ネイチャースポーツ
への関心（ポジティブな変化，変化なし・ネガティ
ブな変化），ネイチャースポーツを学ぶ目的や意
義についての理解の有無（理解している，理解し

ていない），卒業後もネイチャースポーツをやり
たいかどうか（やりたい，やりたくない），卒業
後もネイチャースポーツをやりたいかどうかの気
持ちの変化（ポジティブな変化，変化なし・ネガ
ティブな変化），卒業後もネイチャースポーツを
おこなう自信の有無（自信あり，自信なし），卒
業後もネイチャースポーツをおこなう自信の変化

（ポジティブな変化，変化なし・ネガティブな変
化），危機管理能力について（ポジティブな変化，
変化なし・ネガティブな変化），自然・天候の変
化による事故等への関心について（ポジティブな
変化，変化なし・ネガティブな変化）についてク
ロス集計をおこない，オッズ比を算出し，95％信
頼区間により有意性を検証した．

また，各教育効果（独立変数）に影響を及ぼす
と考えられる要因（独立変数）である「スキー実
習の履修の有無」（参照カテゴリーは履修なし），

「性別」（参照カテゴリーは女性），「取得予定の免
許・資格」（参照カテゴリーは体育以外の免許・
資格の取得予定），「大学入学前のスポーツに関す
る価値観」（参照カテゴリーは価値観を持たない・
低い），「大学入学前のネイチャースポーツに関す
る価値観」（参照カテゴリーは価値観を持たない・
低い）との関連を検証するために，二項ロジス
ティック回帰分析によりオッズ比と95％信頼区間
を算出した．統計的有意水準は 5％に設定した．
統計処理には統計ソフト（SPSS ver.24, IBM 社製）
を用いた．

結 果

（1）スキー実習を履修した学生の特徴
スキー実習を履修した学生と履修しなかった学

生には，性別や入学前のスポーツに対する関心度
に違いはなかったが，「免許や資格の取得見込み
状況」，「入学前のスポーツ経験」，「入学前のネイ
チャースポーツ経験」に有意性が認められた．つ
まり，体育・スポーツ関連免許・資格の取得見込
みであることや，入学前のスポーツ経験およびネ
イチャースポーツ経験があるという特徴を有する
学生ほどスキー実習を履修する傾向が見られた

（表 1 ）．スキー実習を履修しなかった主な理由
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は，嫌い・興味がないが30名（24.4％），時間が
ないが50名（40.7％），仲間がいないが 1 名

（0.8％），経済的理由が18名（14.6％），身体上の

理由が 3 名（2.4％），その他が 4 名（3.3％），未
回答が11名（8.9％）であった．

表 1 スキー実習を履修した学生の特徴

履修した
（42）

履修しなかった
（123） 下限 上限

男性（69） 22 47
女性（96） 20 76
学校教育（99） 26 73 1 － －
幼児教育（40） 9 31 0.598 0.146 2.452
スポーツ健康（11） 6 5 0.84 0.183 3.856
特別支援（15） 1 14 2.673 0.277 25.831
体育関係（37）
（保健体育免許，スポーツリーダー，障がい者スポー
ツ，健康運動指導士受験資格）

23 14

体育関係以外のその他（128） 19 109
関心が高い（136） 38 98
関心が低い（29） 4 25
経験あり（120） 38 82
経験なし（45） 4 41
関心が高い（97） 29 68
関心が低い（68） 13 55
経験あり（56） 20 36
経験なし（109） 22 87

4.75 1.587 14.218

性別

所属コース

スキー実習

免許・資格の取得見込み

オッズ比
95％信頼区間

1.779 0.878 3.605

p
（χ2検定）

0.147

2.423 0.791 7.427

9.425 4.135 21.483

3.799

2.197 1.07 4.511

0.578

入学前のネイチャースポーツに対
する関心度 0.147

< 0.001

入学前のネイチャースポーツ経験
の有無

入学前のスポーツに対する関心度

入学前のスポーツ経験

0.158

0.038

0.004

1.804 0.857

（2）スキー実習の教育効果
表 2 には，スキー実習を受講したことによる教

育効果を示した．スキー実習を履修した学生は，
履修しなかった学生よりも「ネイチャースポーツ
への関心について，がポジティブに変化した」，

「ネイチャースポーツを学ぶ目的や意義について
の理解している」，「卒業後もネイチャースポーツ
をやりたい」，「卒業後もネイチャースポーツをお
こなう自信がある」に好影響を受けた者の割合が
有意に大きかった．

表 2 スキー実習の教育効果－スキー実習履修の有無と教育効果の違い

履修した
（42）

履修しなかった
（123） 下限 上限

ポジティブな変化 10 13

変化なし・ネガティブな変化 32 110

理解している 28 56

理解していない 14 67

やりたい 36 85

やりたくない 6 38

ポジティブな変化 17 71

変化なし・ネガティブな変化 25 94

自信あり 24 35

自信なし 18 88

ポジティブな変化 8 15

変化なし・ネガティブな変化 34 108

ポジティブな変化 7 18

変化なし・ネガティブな変化 35 105

ポジティブな変化 12 19

変化なし・ネガティブな変化 30 104

卒業後もネイチャースポーツをやりたいか
どうかについて

卒業後もネイチャースポーツをおこなう自
信の有無

危機管理能力について

ネイチャースポーツを学ぶ目的や意義に
ついての理解の有無

卒業後もネイチャースポーツをおこなう自
信の変化について

卒業後もネイチャースポーツをやりたいか
どうかの気持ちの変化について

ネイチャースポーツへの関心について

1.15 4.981 0.021

2.682 1.042 6.902 0.043

2.393

2.644 1.061 6.593 0.041

スキー実習
オッズ比

95％信頼区間
p

（χ2検定）

0.869 0.426 1.77 0.722

2.189 0.956 5.016 0.07

3.352 1.622 6.928 0.001

1.167 0.45 3.026 0.804

1.694 0.661 4.34 0.304

自然・天候の変化による事故等への関心
について
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表 3 は，教育効果に影響するであろう要因と教
育効果との関連について示した．なお，「大学入
学前のスポーツに関する価値観」と「大学入学前
のスポーツ経験」，「大学入学前のネイチャース
ポーツに関する価値観」と「大学入学前のネイ
チャースポーツ経験」は関係性を有すると考えら
れたことから，「スキー実習の履修の有無」，「性
別」，「取得予免許・資格」，「大学入学前のスポー
ツに関する価値観」，「大学入学前のネイチャース
ポーツに関する価値観」の 5 つの要因との関連を
検証した．

表 2 と表 3 の結果から，スキー実習を履修しな
かった学生は履修した学生と比べて，もともとネ
イチャースポーツに理解と関心が低く（イメージ
がネガティブ），それがスキー実習の履修を拒ん

だ可能性がある．したがって，スキー実習を履修
した学生の中でも実習参加前のネイチャースポー
ツに対するイメージの違いによって，実習参加に
よって受ける教育効果に違いが生じる可能性があ
る．そこで，ネイチャースポーツに対しポジティ
ブであった学生29名と，どちらかというとネガ
ティブであった・ポジティブとはいえなかった学
生13名に群分けしたうえで，教育効果の違いにつ
いて再検証した（表 4 ）．その結果，もともと（実
習参加前）スキーに対しポジティブであった学生
よりも，ネガティブだった（ポジティブでなかっ
た）学生のほうが，「ネイチャースポーツへの関
心についてポジティブに変化した」と回答する割
合が大きかった．

表 4 スキー実習の教育効果－スキー実習履修の有無と教育効果の違い

スキーに対しポジ
ティブだった（29）

スキーに対しネガ
ティブだった（13） 下限 上限

ポジティブな変化 4 6

変化なし・ネガティブな変化 25 7

理解している 22 6

理解していない 7 7

やりたい 29 7

やりたくない 0 6

ポジティブな変化 10 7

変化なし・ネガティブな変化 19 6

自信あり 21 3

自信なし 8 10

ポジティブな変化 5 3

変化なし・ネガティブな変化 24 10

ポジティブな変化 7 0

変化なし・ネガティブな変化 22 13

ポジティブな変化 9 3

変化なし・ネガティブな変化 20 10
＊ウォルフ－ハルデイン補正

自然・天候の変化による事故等への関心に
ついて

ネイチャースポーツへの関心について

ネイチャースポーツを学ぶ目的や意義につ
いての理解の有無

卒業後もネイチャースポーツをやりたいかど
うかについて

卒業後もネイチャースポーツをやりたいかど
うかの気持ちの変化について

卒業後もネイチャースポーツをおこなう自信
の有無

1.5 0.331 6.798 0.722

0.694 0.139 3.475 0.686

0.732 110.6422.946＊

3.667 0.92 14.617

0.451 0.119 1.71 0.314

8.75 1.903 40.235 0.006

卒業後もネイチャースポーツをおこなう自信
の変化について

0.187 0.041 0.851 0.046

14.296＊

オッズ比

95％信頼区間
p

（χ2検定）

スキー実習に参加した学生

0.082

6.652 393.064

危機管理能力について

考 察

スキー実習を履修することによって，ネイ
チャースポーツ授業で得られるとされる，「ネイ
チャースポーツへの関心／ネイチャースポーツの
意義についての理解・価値観の育成」，「ネイチャー
スポーツの実践・継続への自信」，「自然災害への
理解と危機管理能力の育成」などの教育効果に与

える影響について明らかにするため，スキー実習
を履修した学生と履修していない学生間で，これ
ら教育効果を有する割合を調査した．その結果，
スキー実習を履修した学生は，「ネイチャースポー
ツへの関心がポジティブに変化した」，「ネイ
チャースポーツを学ぶ目的や意義についての理解
している」，「卒業後もネイチャースポーツをやり
たい」，「卒業後もネイチャースポーツをおこなう
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自信がある」と回答した割合が，履修していない
学生よりも高かった．スキー実習はネイチャース
ポーツへの関心やネイチャースポーツを卒業後も
継続していく自信をポジティブに変化させたこと
から，教育効果を高める可能性が示唆された．た
だし，スキー実習を履修した学生は，既に授業参
加前にこれら教育効果を有していたために，「ネ
イチャースポーツを学ぶ目的や意義についての理
解している」と回答した可能性があり，そのこと
がポジティブな変化へ影響したかもしれない．な
お，本授業は保健体育教員免許の取得に関わるも
のであるが，選択必修科目である．それゆえ，本
授業を履修・単位取得しなくても他の授業で必要
単位を取得すれば保健体育免許を取得できる上，
別途高額な（他の授業・実習と比べて）実習費が
かかることから，意識の低い学生は履修しなかっ
たことが考えられる．一方，履修を敬遠した理由
については，「嫌い・興味がない」が30名（24.4％），

「時間がない」が50名（40.7％），「仲間がいない」
が 1 名（0.8％），「経済的理由」が18名（14.6％），

「身体上の理由」が 3 名（2.4％），「その他」が 4
名（3.3％），未回答が11名（8.9％）であった．
本学部幼児教育コースの学生においては，スキー
実習と同時期の 2 年次 2 月に保育所実習があるこ
とから，時間的に余裕がないかもしれないが，そ
の他の 2 年次学生や幼児教育コース 3 年次学生に
ついては，この時期に他の実習や部活動の大会等
と重なることも少なく，時間的に余裕があるもの
と思われる．しかしながら，スキー実習を履修し
ない主な理由が，「時間的に余裕がない」であっ
たことは，スキー実習を履修すること以外の私的
なスケジュールが優先されていることが考えら
れ，時間がない・経済的余裕がないと回答した学
生の中には，潜在的にネイチャースポーツに対し
関心が低かった学生や実習の目的や意義に対する
理解が及んでいない学生が少なからず含まれてい
ると考えられる．つまり，履修しなかった学生に
は，行動変容科学分野のトランスセオレティカル
モデルにおける無関心期（前熟考期）の学生が多
かったと推察される．本学においてネイチャース
ポーツを学べる授業はこの授業のみであり，キャ
ンプ，海浜・マリンスポーツなど同様の教育効果

が期待される授業は設定されていない．本授業
は，教育学部生にとって有益であると期待され設
定されているが，いくら学修意欲を高め，高い学
修効果が得られる良質な授業を設置し，提供でき
る環境を整えていても，授業を履修しない限り，
その効果は見込めない．今後の課題は，意識の低
い学生に対する履修・受講への意識を高める取り
組みであろう．ただし，無関心期の学生を関心期

（熟考期）へと変容させる具体的な教育方法・指
導方法について教示された研究はほとんど見当た
らない．

スキー実習に参加した学生は，履修前から行動
変容レベルが高かった可能性があることから，本
研究では，スキー実習に参加した学生を，履修前
にネイチャースポーツやスキーに対しネガティブ
なイメージを持っていた学生と，ポジティブなイ
メージを持っていた学生とに分け，教育効果につ
いて再分析した（表 4 ）．その結果，履修前にネ
ガティブなイメージを持っていた学生のほうが，

「ネイチャースポーツへの関心がポジティブに変
化した」と回答した割合が有意に高くなっており，
スキー実習の履修によって良好な効果が得られた
ことがわかった．この他にも，有意な差は認めら
れなかったが，「ネイチャースポーツを学ぶ目的
や意義についての理解」や「卒業後もネイチャー
スポーツをやりたい」，「卒業後もネイチャース
ポーツをやりたいという気持ちポジティブに変化
した」と回答した学生が50％程度も存在した．で
きるだけ多くの学生にネイチャースポーツの教育
効果を獲得してもらうためには，無関心期の学生
に授業の目的や意義に対して理解をさせるなど関
心期へと変容させて履修を促し，授業を履修させ
る対策を講じることが大切であり，その対策につ
いて検討することが今後の課題である．

ネイチャースポーツに対してポジティブなイ
メージを有していた学生は，そうでない学生より，
実習を積極的に履修する傾向にあり，さらなる教
育効果を得ていた．このことは，より大きな教育
効果を得るには複数回にわたる教育・指導を受け
ること，経験することが望ましことを示唆してい
る．しかしながら，それは大学入学前にはネイ
チャースポーツを経験し，ポジティブなイメージ
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を持っていなければならないというものではな
く，大学 4 年間でネイチャースポーツを経験し，
卒業後に何らかの形でネイチャースポーツを再度
経験したり，学修したりする機会があれば，教育
効果が期待できるものと推察している．どの年代
で経験することが教育効果を得られやすいかは今
後の検討課題であるが， 2 度目の経験で得られる
教育効果は，そのインパクトが大きくなる可能性
が示唆されたため，大学ではじめてネイチャース
ポーツを経験した学生に対しては，大学卒業後に
再度経験できるような社会的な仕組み・環境づく
りも考えていかなければならない．

本研究の結果から，スキー実習への参加は，大
きな教育効果を生み出すことが確認できた．先行
研究は，子ども（とくに幼児や小学生）のスポー
ツ実施は，親の影響を受けやすいことを指摘して
いる13，14)．親になる前にさまざまな運動・スポー
ツを経験し，その意義について高い理解を有して
おくことは，自分の子どもに運動・スポーツを経
験させる機会を増やすことにつながる．とくにネ
イチャースポーツは，旅行の手配や用具の準備，
実施場所への移動などが必要となり，他のスポー
ツよりも障壁・負担が大きい．子どもが「やって
みたい」と言っても，経験が無いことで負担への
対応予測がつかず面倒に感じ，諦めてしまう（諦
めさせてしまう）ことも多い．経験があれば負担
への覚悟と対処ができ，行動に移しやすい．自分
自身の成長だけでなく，将来の子どもの可能性を
広げる意味で，ネイチャースポーツを経験するこ
とは重要である．小学校時代の体育の授業をなど
を通して様々なスポーツに親しむことは，将来の
身体活動量や運動習慣の定着率を高め，健康の保
持増進に貢献できる可能性を高める15)．体育の授
業時間の増加は学力向上の妨げにはならず，むし
ろ，学力だけでなく社会性・人間性（自尊心，ラ
イフスキル，ソーシャルコミュニケーションなど）
を良好にすることも指摘されている16)．小学校や
中学校教員を目指す学生は，さまざまな運動・ス
ポーツに対して高い知識と理解を得るべく，でき
るだけたくさんの体育授業を履修してもらいたい
ものである．

結 論

本研究はスキー実習を履修している学生と参加
していない学生を調査対象にし，スキー実習で得
られる教育効果を明らかにした．その結果，ス
キー実習の履修は，「ネイチャースポーツへの関
心がポジティブに変化した」，「ネイチャースポー
ツを学ぶ目的や意義について理解している」，「卒
業後もネイチャースポーツをやりたい」，「卒業後
もネイチャースポーツをおこなう自信がある」と
いう教育効果を得られることが示唆された．教育
効果はネガティブなイメージを持っていた学生の
ほうが大きかった．しかしながら，入学前にス
キーなどネイチャースポーツを経験していた学生
はスキー実習への参加率が高く，さらなる教育効
果を得ていた．したがって，大学授業でより大き
な教育効果を得るためには，複数回に亘る経験や
できるだけ早いうち（子どもの頃）に良い経験を
積んでおくことが望ましいかもしれない．一方，
大学の授業で初めて経験した学生には，その後も
再度，経験・学修できる環境を整えることが課題
となる．ネガティブなイメージを持つ学生の多く
は履修を敬遠する傾向にあるため，そのような学
生に対して，積極的に授業を履修するよう働きか
ける仕組みも検討する必要がある．
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Effects of skiing practice on educational effects for nature sports
in the university a physical education program

Yasutomi KATAYAMA・Kazuyuki OGISO・Toshifumi KANO・Takeru SATO
Tetsuo NAKAMURA・Toshihiko MOTOZUKA・Naoki YOSHIDA

Abstract:
Purpose: To examine the effects of skiing practice on educational effects: interests, values, motivation for

nature of sports in the university physical education program.
Methods: Participants were all faculty of education students in 4th grade who were about to graduate. We

investigated interests, values, confidence, and these changes in the nature of sports, both currently
and before entering university just before graduation. We compared the educational effects with
students who participated in skiing practice (skiing group) and students who did not participate in
skiing practice (control group).

Results: The skiing group had greater interests, values, confidence, and the amount of change (increasing)
than the control group. Therefore, skiing practice in the university physical education program might
provide students with greater positive educational effects. Furthermore, students who experienced
skiing for the first time in this skiing practice had a significant change in educational effects. However,
students who have experienced skiing before entering university had higher participation rates of
this skiing practice than inexperienced students. They also gained more educational effects.
Therefore, good experience of various sports from childhood may increase educational effects in their
second experience.

Conclusion: Skiing practice in the university physical education program might provide students with
positive educational effects. It was recognized that skiing practice in university had a significance.

Keywords: Ski, Nature of sports, University physical education program,
Educational effects: interests, values, confidence

― 33 ―

大学体育授業の「スキー実習」がもたらす教育的効果


